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今年は台風に地震，線状降水帯の発生と，

全国的に災害の多い夏だなぁと思っていたと

ころに，この本が目に入りました。『防災って，

何するん？』という章は特におすすめ！

その他にも広島に特化した防災のことが，

わかりやすく書いてあります。特に平成３０年

西日本豪雨で実際に救助に当たった呉市消

防局の方のインタビューは切実でした。被害

地区にいる家族が避難しないのを電話で怒

鳴りながら，それでも全体の救助活動を優先

されたことなど胸に迫ります。今一度，災害へ

の備えについて家族で話をしておきたいと思

いました。

早めの避難に繋がる気象情報の集め方や，

災害リスクの確認や備えに段階的にチェック

項目があり，広島弁のクイズもあるので家族

揃って防災について考えるにも最適です。

“たちまち”しておけばいいこともわかるので，

“たちまち”読んでみてください。

「あんなに○○だったのに。」という言葉，よく使いません

か？

親になった誰もが感じるであろう日常のあるある。大変な

最中は，「1日が過ぎるのが長い」，「いつまでもこんな日が

続くんじゃないか」と思ったりしますが，気がつくと時間は

あっという間に過ぎていき，二度と戻らないことにハッと気づ

かされます。目まぐるしい毎日に追われ，ついイライラしてし

まう私の心に優しく寄り添ってくれました。

変わりゆく日常をユーモアたっぷりに描かれていて，クスッ

と笑えるなかに胸がキュッとなる寂しさがあり，今この瞬間の

何気ない日常をもっと大切に過ごそうと思わせてくれます。
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